


















































期，中期後葉をⅣ期，後期をⅤ期，終末期をⅥ期とし，Ⅰ期を 3 細分，Ⅲ期を 2 細分，Ⅳ期とⅤ期
を 3 細分，Ⅵ期を 2 細分し，遺跡の増減と立地を整理した（図 1）。また，立地については，地形と
可耕地（推定）からの比高差をもとに低所立地と高所立地に大別，前者を 2 細別（低所Ａ：比高差の
ほとんどない段丘や微高地，低所Ｂ：比高差のほとんどない段丘から丘陵斜面），後者を 3 細別（高
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Ⅳ− 3 期になると低所と高所の比率が逆転し，さらに高所Ｂ，高所Ｃがそれぞれ全体の 2 ～ 4 割を
占めるようになる。










































Ⅳ− 3 期になると低所と高所の比率が逆転し，さらに高所Ｂ，高所Ｃがそれぞれ全体の 2 ～ 4 割を
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ｐ 松尾城地区１区 ｑ 松尾城地区２区
ｒ 松尾城地区３区北側
















































田 2003・2004・2006，高田 2004・2005・2006，高尾 2006，馬路 2006］。ただし，筆者等の検討に対し
て批判的な見解もあり［藤田 2005］，今しばらくの間，適宜，集落像の見直しが必要である。
前節では後期を 3 小期，終末期を 2 小期に細別し集落の立地と動態を整理したが，妻木晩田遺
跡の集落変遷については，できる限り短い時間幅で竪穴住居跡の消長を捉えたい。近年，後期前
葉と中葉について，それぞれ 2 細分できる見通しがたってきた［松本他 2000，濵田 2002］。また，
資料の増加によって後期後葉を 2 細別することも可能と考える。本稿では筆者の編年試案を時間


































田 2003・2004・2006，高田 2004・2005・2006，高尾 2006，馬路 2006］。ただし，筆者等の検討に対し
て批判的な見解もあり［藤田 2005］，今しばらくの間，適宜，集落像の見直しが必要である。
前節では後期を 3 小期，終末期を 2 小期に細別し集落の立地と動態を整理したが，妻木晩田遺
跡の集落変遷については，できる限り短い時間幅で竪穴住居跡の消長を捉えたい。近年，後期前
葉と中葉について，それぞれ 2 細分できる見通しがたってきた［松本他 2000，濵田 2002］。また，
資料の増加によって後期後葉を 2 細別することも可能と考える。本稿では筆者の編年試案を時間



































































































































































































































が 2 ～ 4 条程度施される。頸部にヘラないし棒状工具，またはハケメ状工具による刺突文が施され
るものがある（1）。
2 期（Ⅴ− 1 期新段階）　特に甕において，口縁部上端部の拡張が進む（図 3-7・8）。また，内面の
ケズリが頸部の屈曲部に達する（8）。






4 期（Ⅴ− 2 期新段階）　甕・壺ともに口縁部が直立するか，またはやや外傾気味のものが主体を
占める（図３-17 ～ 20）。3 期よりも口縁部の平行沈線文は多条化の傾向にあり，ハケメ状工具の使
用も認められるようになる。頸部や肩部にはヘラないし棒状工具，ハケメ状工具による刺突文が認
められる（17・18）。
5 期（Ⅴ− 3 期古段階）　口縁部の拡張，沈線文の多条化が進む。ハケメ状工具や二枚貝による多
条平行沈線文が主体化するのにともない，外反傾向にある口縁部が多くなる。また，口縁部は外










脚柱部が短化（7・8）することも 6 期と 7 期を分ける指標となる。






















妻木晩田遺跡の妻木山地区 7 区（図 2-j ）では 5・6 期に埋没した 3 棟（SI176・177・178）の竪穴住
居跡が検出されている［馬路 2006］。このうち竪穴部の周囲に想定される周堤帯（2 ～ 3 ｍ
（7）
）が接する
SI176 と SI177 は併存を考えにくい（図 5
（8）
）。SI176 と SI178 には 5 期の特徴を有する土器，SI177 に
図5　妻木山地区7区の竪穴住居跡（6期）と黒色系土壌









黒色系土壌 周堤帯 ( 推定 )
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は 6 期の特徴を有す土器が包含されており，SI176 と SI177 に前後関係があることは間違いない。
そして，5 期に埋没した 2 棟の竪穴住居跡の上層には褐色系土壌，6 期に埋没したと竪穴住居跡に



















































































































































入り組んだ深い谷地形に分けられた 2 つの丘陵からなる。北側にある丘陵頂部に 1 区（図 2- ａ），
その南東側にある丘陵に 3 区（ｂ・ｃ）が第 1 次調査時に設けられた［松本他編 2000］。また，その後，










21 棟（うち時期不明 1 棟）の竪穴住居跡が，緩傾斜地に分布している（図 2- ａ・図 6- 全期）。
　1　　期　調査区南端の緩斜面に SI23 がある。褐色系土壌が堆積している（図 6- １期）。
　2　　期　調査区全体に 8 棟の竪穴住居跡があり，4 地点に 2 棟 1 対をなすように分布してい
る（SI01・05，SI08・09，SI11・12，SI16・21）。SI11・12 は竪穴部がほぼ接しており，同時併存
は考えにくい。SI08・09，SI16・21 も同時併存を考えるにはやや近接しており，併存可能なのは
最大でも 4 棟ほどであろう。いずれも褐色系土壌が堆積している（図 6-2 期）。
　3　　期　引き続き，調査区東端に 2 棟の竪穴住居跡（SI02・03）がある。SI02・03 は竪穴部が
接するようある。埋没しきった SI03 を SI02 にともなう周堤溝が掘り込んでおり，SI03 埋没後に
SI02 が営まれていることがわかる。3 期における竪穴住居の数は，現在，視認できる範囲において
は，3 期を通じて 1 棟であった可能性が高い。いずれにも褐色系土壌が堆積している（図 6-3 期）。
　4　　期　位置を変えて，調査区に広く 3 棟の竪穴住居跡（SI07・10・14）が点在している。い
ずれも褐色系土壌が堆積しており，同時併存可能な位置関係にある（図 7-4 期）。
　5　　期　3 棟の竪穴住居跡（SI13・15・26）がある。竪穴住居跡は 4 期より南側に移動しており，
それぞれが同時併存可能な位置にある。SI13・15 には褐色系土壌が堆積している。一方，SI26 の
上層には黒色系土壌の堆積がわずかに認められる（図 7-5 期）。
　6　　期　調査区南端に SI25 がある。黒色系土壌が皿状に堆積している（図 7-6 期）。
　7～9 期　この期間に埋没した竪穴住居跡は確認できないが，9 期には墓域が形成されている。
調査区の北西よりに，2 ～ 4 期の竪穴住居跡上に四辺を溝で区画した方形墳丘墓 2 基（松尾頭 1 号墓・
2 号墓）が造営され，その周溝には黒色系土壌が堆積している（図 7-7・8 期・図 8-9 期）。
 10　　期　墳丘墓とは距離をおいて，調査区の東端に 1 棟の竪穴住居跡（SI04），南端に 1 棟の
竪穴住居跡（SI20）がある。いずれも厚く皿状に黒色系土壌が堆積している（図 8-10 期）。
松尾頭地区 1 区では，1 期までに小規模な居住が開始されている。また，2 期には竪穴住居跡が
増加しており，居住規模が拡大しているようだ。ところが，3 期以降は居住規模が縮小するようで，
おそらく 1・2 棟の竪穴住居で構成される小規模な居住が 6 期まで継続しているとみたい。7 期～ 9
期には竪穴住居の埋没が確認できないことから，この期間は居住に利用されていないとみてよい。
また，9 期には 2 基の墳丘墓が造営されている。10 期には再び小規模な居住が再開されているが，
竪穴住居跡は調査区の北東と南に分布しており，9 期に造営された墳丘墓とは距離をおく。境界を
示す痕跡はないけれど，墳丘墓の周囲は墓域として明確に意識されている。
黒色系土壌の堆積は 5・6・10 期に埋没した竪穴住居跡に認められる。居住が行われていない 7
期～ 9 期，そして，居住が終焉する 10 期以降に，草原植生が形成されたと考えられる。なお，黒
色系土壌をともなう 5 期の SI26 と 6 期の SI25 は近接した位置にある。6 期に埋没した SI25 には
厚く皿状に黒色系土壌が堆積しているが，5 期に埋没した SI26 には最上部にわずかに黒色系土壌
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調査区西よりに平坦な地形が広がり，東方向に痩せた尾根が延びる。34 棟（うち時期不明 1 棟）
の竪穴住居跡がある。その累積には 2 つのまとまりが認められる（図 2- ｂ・図 9- 全期）。











ている。また，4 期に埋まった SI53 跡の窪地に土器の廃棄が行われている（図 9-5 期）。























































































































































































ある。このうち SI34・66・67 に黒色系土壌が皿状に堆積している。11 棟の竪穴住居跡は 4 期と同
様に東西にまとまりを形成している。平坦部の北よりに群在する SI34・35・39・42・43 ～ 46・47
～ 48 はかなり密な間隔にあるが，1 棟内で連続する拡張・立て替えはあっても，重複するものは
ない。同時併存可能な竪穴住居は 3 棟ほどであろう。一方，東よりに分布する SI60・66・67・69
は適度な距離をあけて列状に分布している。SI60と 66は互いに重複しており，SI66が SI60を切る。
黒色系土壌は SI66 の上層に堆積している。南斜面に造られた段状地形に少し離れて分布する SI76
を含めて，1 時期に 2 ～ 3 棟の竪穴住居が併存していた可能性がある。また，4 期に埋没した SI53
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 10　　期　西よりに広がる平坦地に 2 棟の竪穴住居跡（SI36・50）がある。併存可能な位置関係
にあり，いずれにも黒色系土壌が堆積している。特に後者の堆積は厚い（図 11-10 期）。
松尾頭地区 3 ～ 6 区北側では，4 期までに複数の竪穴住居で構成される居住空間が設けられ，そ
の後，10 期まで居住が継続している。ただし，その間，居住の規模に変化が生じている。4 期には
最大で 8 棟以内（2 群が存在した場合，それぞれ 3・4 棟）の竪穴住居が併存した可能性があるが，5
期には居住規模が縮小している。また，6 期には埋没した竪穴住居跡が多く確認できる。竪穴住居
跡はかなり密な状態にあり，竪穴住居跡が広範囲に点在する 4 期のように，多くの竪穴住居の同時
併存は難しい。7 期以降は，1・2 棟の竪穴住居で構成される居住が 10 期まで継続している。
ところで，この地区には竪穴住居跡群から離れた南よりの緩斜面に庇をともなう梁間 3 間×桁行











0                     5m



































































































に含まれており，松尾頭地区 3 ～ 6 区北側を占有する集団に保有された状態にあると考えられる
（11）
。
黒色系土壌の堆積は 4 期と 6 ～ 10 期に埋没した竪穴住居跡に認められる。黒色系土壌が堆積し
た 4 期の竪穴住居跡は，5 期に埋没した竪穴住居跡が分布しない南側の斜面部に位置しており，5
期に未利用地となった斜面部が草原植生に覆われていた可能性がある。6 期に埋没した竪穴住居跡
のうち，東側のまとまりに属す SI66・67，SB41 に近い場所にある SI53 に，黒色系土壌が堆積し






緩傾斜地に，18 棟（うち時期不明 3 棟）の竪穴住居跡がある（図 2- ｃ・図 13- 全期）。






期には，おそらく 2・3 棟の竪穴住居が併存していたのではなかろうか。このうち SI88 に褐色系，




　9　　期　8 期とほぼ同一地点に 3 棟の竪穴住居跡（SI86・94・96）が分布している。併存可能
な位置関係にあり，SI96 に褐色系，SI86・94 に黒色系土壌が堆積している（図 14-9 期）。
 10　　期　 9 期と同一地点に連続するように 3 棟の竪穴住居跡（SI91・93・95）が分布している。
それぞれが近接しており，全ての同時併存は難しい。SI91 に褐色系土壌，SI93・95 には黒色系土
壌が堆積している（図 14-10 期）。
松尾頭地区 3 ～ 6 区南側では，4 期に小規模な居住がはじまり，6 期には 2・3 棟の竪穴住居で構
成される居住域が形成されているようだ。この間，5 期には居住に利用されていない可能性がある。
また，7 期にも居住は行われていないようだが，8 ～ 10 期には再び 2・3 棟の竪穴住居で構成され
る居住が行われている。
黒色系土壌の堆積は 6 期と 9・10 期に埋没した竪穴住居跡に認められる。6 期の竪穴住居跡の上
層部を覆う黒色系土壌は，居住が途絶える 7 期に堆積したものであろう。また，10 期の竪穴住居
跡を埋める黒色系土壌は，居住の終焉にともなうものと考えてよい。7 期と 10 期以降は草原植生
に覆われていたのだろう。なお，9 期から 10 期にかけては，ほぼ同一地点に分布する竪穴住居跡




に含まれており，松尾頭地区 3 ～ 6 区北側を占有する集団に保有された状態にあると考えられる
（11）
。
黒色系土壌の堆積は 4 期と 6 ～ 10 期に埋没した竪穴住居跡に認められる。黒色系土壌が堆積し
た 4 期の竪穴住居跡は，5 期に埋没した竪穴住居跡が分布しない南側の斜面部に位置しており，5
期に未利用地となった斜面部が草原植生に覆われていた可能性がある。6 期に埋没した竪穴住居跡
のうち，東側のまとまりに属す SI66・67，SB41 に近い場所にある SI53 に，黒色系土壌が堆積し






緩傾斜地に，18 棟（うち時期不明 3 棟）の竪穴住居跡がある（図 2- ｃ・図 13- 全期）。






期には，おそらく 2・3 棟の竪穴住居が併存していたのではなかろうか。このうち SI88 に褐色系，




　9　　期　8 期とほぼ同一地点に 3 棟の竪穴住居跡（SI86・94・96）が分布している。併存可能
な位置関係にあり，SI96 に褐色系，SI86・94 に黒色系土壌が堆積している（図 14-9 期）。
 10　　期　 9 期と同一地点に連続するように 3 棟の竪穴住居跡（SI91・93・95）が分布している。
それぞれが近接しており，全ての同時併存は難しい。SI91 に褐色系土壌，SI93・95 には黒色系土
壌が堆積している（図 14-10 期）。
松尾頭地区 3 ～ 6 区南側では，4 期に小規模な居住がはじまり，6 期には 2・3 棟の竪穴住居で構
成される居住域が形成されているようだ。この間，5 期には居住に利用されていない可能性がある。
また，7 期にも居住は行われていないようだが，8 ～ 10 期には再び 2・3 棟の竪穴住居で構成され
る居住が行われている。
黒色系土壌の堆積は 6 期と 9・10 期に埋没した竪穴住居跡に認められる。6 期の竪穴住居跡の上
層部を覆う黒色系土壌は，居住が途絶える 7 期に堆積したものであろう。また，10 期の竪穴住居
跡を埋める黒色系土壌は，居住の終焉にともなうものと考えてよい。7 期と 10 期以降は草原植生
に覆われていたのだろう。なお，9 期から 10 期にかけては，ほぼ同一地点に分布する竪穴住居跡









次調査時にほぼ丘陵頂部全体が調査の対象となっている。北向きに張り出す丘陵が 1 区（図 2- ｄ），





11 次調査において 5・6 区が設定され，ほぼ一連の地形全体に調査がおよんでいる。ここには東西
に竪穴住居跡のまとまりがあり，それぞれを 3 ～ 6 区東側（ｈ）と西側（ｉ）に分けて竪穴住居跡の変
遷を整理する。また，3 ～ 6 区の北にあり，妻木新山地区と妻木新山地区を結ぶ谷部の平坦面は 13
次調査時に 7 区（ｊ）として調査が実施されている［馬路編 2006］。
①　妻木山地区 1 区
36 棟（うち時期不明 5 棟）の竪穴住居跡がある。緩やかに高まる丘陵の最高所を空閑地として，
その周囲に竪穴住居跡が環状に分布する（図 2- ｄ・図 15- 全期）。
　1・2 期　この期間に埋没した竪穴住居跡は確認できない。







地を設けて，南東緩斜面に 2 棟の竪穴住居跡（SI01・05），北西緩斜面に 3 棟の竪穴住居跡（SI25・
27・31）がある。いずれも褐色系土壌が堆積している。SI25・27 は近接するため，同時併存は考え
にくい。3・4 棟の併存を考えるのが妥当だろう（図 16-6 期）。
　7　　期　6 期同様，最高所に広く空閑地があり，その周囲に竪穴住居跡が分布している。南
東緩斜面に 2 棟の竪穴住居跡（SI04・06），ほぼ中央にある 2 棟の竪穴住居跡（SI15・21），北西緩斜
面の調査区端に 3 棟の竪穴住居跡（SI33・35・36 ～ 37）がある。このうち SI35・36 ～ 37 は近接し
ており，同時併存を考えにくい。最大 6 棟の竪穴住居跡が同時併存可能な位置にある。SI04・06・
















































































































































































































































　8　　期　最高所に空閑地があり，南東緩斜面に 1 棟の竪穴住居跡（SI07），西側に 1 棟の竪穴
住居跡（SI23），北西側にも 1 棟の竪穴住居跡（SI29）がある。SI23 は切り合い関係からこの時期の
ものと推測されるもので，7 期の SI21 と一部が重複している。いずれも同時併存可能な位置関係
にあり，褐色系土壌が堆積している（図 17-8 期）。
　9　　期　最高所を空閑地として，東側に 2 棟の竪穴住居跡（SI11 ～ 12・13）が近接している。
S111 ～ 12 に褐色系，SI13 に黒色系土壌が堆積している。また，西側にも 2 棟の竪穴住居跡（SI18・
19）が近接している。SI18 に黒色系，SI19 に褐色系土壌が堆積している。また，空閑地の北側に 1






妻木山地区 1 区では，3 期にまでに小規模な居住が開始される。4 期に一時的な断絶がありそう
だが，その後，5 期に再開された居住は 10 期まで続く。各時期ともに 3・4 棟の竪穴住居で構成さ
れる居住が行われているようだが，7 期には一時的に居住規模の拡大が認められそうだ。
黒色系土壌の堆積は 7 期と 9・10 期の竪穴住居跡に認められる。7 期の竪穴住居跡にともなう
黒色系土壌は上面を覆うように薄く堆積したもので，いつ堆積したものか推測が難しい。9 期の
SI13・SI18 や 10 期の SI38 に堆積した黒色系土壌は，居住の終焉した後に生じた草原植生に由来
するものと考えられる。　
②　妻木山地区2区東側
36 棟（うち時期不明 3 棟）の竪穴住居跡が検出されている。東西に長く展開しており，時期によっ
ては 2 単位ほどの竪穴住居跡のまとまりがあるようにもみえる（図 2- ｅ・図 18- 全期）。
　1　　期　当該期に埋没した竪穴住居跡は確認できない。
　2　　期　東側に 1 棟の竪穴住居跡（SI42）がある。褐色系土壌が堆積している（図 18-2 期）。




展開する。東群には 5 棟の竪穴住居跡（SI40・41・43・44・46）がある。SI43・44・46 に褐色系，
SI40・41 には黒色系土壌が堆積している。SI40・41，SI43・44 は近接しており，同時併存は最大
でも2棟と推測される。一方，西群は平坦な地形を空閑地として，その周囲に6棟の竪穴住居跡（SI62・
63・64・68 ～ 69・72・76）がある。いずれも褐色系土壌が堆積している。SI62 と 63 が一部を重複，
SI68 ～ 69 と 72 は近接しており，同時併存は最大でも 4 棟であろう（図 19-6 期）。
　7　　期　6 期の西群が少し東に移動するように 2 棟の竪穴住居跡（SI56・58）が認められる。
同時併存可能な位置関係にあり，いずれも褐色系土壌が堆積している（図 19- ７期）。




















































































































































































































7 ～ 8 期にかけて，SI45 に黒色系土壌の堆積をうながす環境がこの周囲に生じていたとは考えにく






　10　　期　東よりに 4 棟の竪穴住居跡（SI53・54・66・71）がある。SI53・54・66 には黒色系
土壌が厚く堆積している。SI53・54 は近接しており，2 ～ 3 棟の併存が可能である（図 20-10 期）。
妻木山地区 2 区東側では，2 期までに小規模な居住が開始されるが，その後，3 期から 4 期にか
けて居住に利用されない期間がある。5 期には居住が再開しており，6 期には居住規模の拡大がう
かがわれる。6 期には東西に 2 群が存在していたとみられる。その後，7・8 期に小規模な居住が行
われ，9 期に再び居住規模が拡大するが，また，10 期には居住規模を縮小している。
黒色系土壌の堆積は 6 期，8 ～ 10 期の竪穴住居跡に認められる。6 期に埋没した竪穴住居跡のう
ち，黒色系土壌の堆積が認められるのは東群である。東群の所在する地点は 7 期になると居住に利
用されていないことから，草原植生に覆われた時期があったと考えられる。8 期に埋没した竪穴住
居跡上面の黒色系土壌は 10 期以降に堆積した可能性があって，8 期から 9 期にかけて一時的な断
絶を示すものではなさそうだ。また，9 期に埋没した竪穴住居跡のうち，黒色系土壌をともなう竪
穴住居跡のある場所には，新規に竪穴住居跡が分布していない。9 期から 10 期に居住規模が縮小
するのにともない，順次，未利用地となった場所が草原植生に覆われていった可能性もある。
③　妻木山地区２区中央
13 棟（うち時期不明 2 棟）の竪穴住居跡がある。平坦な地形の周囲に竪穴住居跡が列をなすよう
に分布する（図 2- ｆ・第 21 全期）。
　1～3期　当該期に埋没した竪穴住居跡は確認できない。

















































































































 10　　期　9 期同様に北側緩斜面よりに SI89 が単独で存在している。9 期に認められる 3 棟の
竪穴住居跡よりも西にあり，黒色系土壌が堆積している（図 22-10 期）。
妻木山地区 2 区中央では，4 期に居住が開始され，6 期まで 1・2 棟の竪穴住居で構成される小規
模な居住が行われていたと推測される。7 期に居住が途絶えるが，8 期には居住が再開され，9・10
期と居住が継続している。
黒色系土壌が堆積した竪穴住居跡は 6・9・10 期に認められる。6 期の竪穴住居跡を埋める黒色
系土壌は居住に利用されていない 7 期に堆積したものであろう。10 期の竪穴住居跡を埋める黒色




　28 棟（うち時期不明 4 棟）の竪穴住居跡がある。緩やかに高まる丘陵頂部を空閑地として，そ
















跡（SI95），北には 5 棟の竪穴住居跡（SI110・113・115・118・120 ～ 121）がある。後者の竪穴住居











 10　　期　9 期同様に北側緩斜面よりに SI89 が単独で存在している。9 期に認められる 3 棟の
竪穴住居跡よりも西にあり，黒色系土壌が堆積している（図 22-10 期）。
妻木山地区 2 区中央では，4 期に居住が開始され，6 期まで 1・2 棟の竪穴住居で構成される小規
模な居住が行われていたと推測される。7 期に居住が途絶えるが，8 期には居住が再開され，9・10
期と居住が継続している。
黒色系土壌が堆積した竪穴住居跡は 6・9・10 期に認められる。6 期の竪穴住居跡を埋める黒色
系土壌は居住に利用されていない 7 期に堆積したものであろう。10 期の竪穴住居跡を埋める黒色




　28 棟（うち時期不明 4 棟）の竪穴住居跡がある。緩やかに高まる丘陵頂部を空閑地として，そ
















跡（SI95），北には 5 棟の竪穴住居跡（SI110・113・115・118・120 ～ 121）がある。後者の竪穴住居









































































































































いる。その後，7 期に居住規模が縮小し，8 期には再び居住が途絶えるが，9 期には再開され，10
期をもって，ここでの居住は終焉を迎える。
黒色系土壌の堆積は 7．9・10 期に埋没した竪穴住居跡に認められる。7 期に埋没した竪穴住居









　2　　期　北よりの地点に 2 棟の竪穴住居跡（SI149・173）がある。1 期の竪穴住居跡よりも東
寄りに位置を変えており，同時併存可能な距離を保っている。いずれも褐色系土壌が堆積している。
（図 26-2 期））
　3・4 期　この期間に埋没した竪穴住居跡は認められない（図 27-3・4 期）。













3・4 期には居住地として利用されていない可能性がある。5 期に 2・3 棟の竪穴住居で構成される
居住が再開され，続く 6 期には居住の規模が拡大するが，7 期には未利用地となり，8・9 期には 1・
2 棟の竪穴住居で構成される小規模な居住が再開している。
黒色系土壌の堆積は 6 期と 8・9 期の竪穴住居跡に認められる。6 期の竪穴住居跡にある黒色系






いる。その後，7 期に居住規模が縮小し，8 期には再び居住が途絶えるが，9 期には再開され，10
期をもって，ここでの居住は終焉を迎える。
黒色系土壌の堆積は 7．9・10 期に埋没した竪穴住居跡に認められる。7 期に埋没した竪穴住居









　2　　期　北よりの地点に 2 棟の竪穴住居跡（SI149・173）がある。1 期の竪穴住居跡よりも東
寄りに位置を変えており，同時併存可能な距離を保っている。いずれも褐色系土壌が堆積している。
（図 26-2 期））
　3・4 期　この期間に埋没した竪穴住居跡は認められない（図 27-3・4 期）。













3・4 期には居住地として利用されていない可能性がある。5 期に 2・3 棟の竪穴住居で構成される
居住が再開され，続く 6 期には居住の規模が拡大するが，7 期には未利用地となり，8・9 期には 1・
2 棟の竪穴住居で構成される小規模な居住が再開している。
黒色系土壌の堆積は 6 期と 8・9 期の竪穴住居跡に認められる。6 期の竪穴住居跡にある黒色系








































































































































27 棟（うち時期不明 4 棟）の竪穴住居跡がある。楕円形に高まる丘陵の最高所を空閑地として，









　5　　期　調 査 区 の 南 半 に 6 棟 の 竪 穴 住 居 跡（SI131・132・134・135・138・145）が あ る。
SI134・135 がやや近接するが，いずれも同時併存可能な位置にあり，褐色系土壌が堆積している（図
30-5 期）。
　6　　期　丘陵頂部を介して，東に 4 棟の竪穴住居跡（SI133・136・141・142），西に 5 棟の竪





側の斜面地にある SI155 ～ 156 には黒色系土壌が堆積している（図 30-6 期）。
　7・8 期　この期間に埋没した竪穴住居跡は確認できない（図 30-7・8 期）。
　9　　期　北よりに１棟の竪穴住居跡（SI167）がある。褐色系土壌が堆積している（図 30-9 期）。
 10　　期　当該期に埋没した竪穴住居跡は確認できない。
妻木山地区 3 ～ 6 区西側では，1 期に小規模な居住が開始されている。時期不明の竪穴住居跡は，
切り合い関係から 5・6 期以前のものと考えられ，1 ～ 4 期には，時期不明のものと組み合うもの
として，2 棟前後の竪穴住居で構成される居住が継続していたようだ。また，5・6 期にかけて竪穴
住居跡数が増加しており，5 期に最大 5 棟，6 期には東西各群 2 棟前後の併存が想定可能であるが，7・
8 期には居住に利用されていないとみられる。9 期に小規模な居住が再開されるが，10 期には既に
居住が終焉している。竪穴住居跡の累積には 2 つのまとまりが看取できるが，実際に 2 群を形成し
ていた可能性があるのは 6 期に限られている（図 29- 全期）。







27 棟（うち時期不明 4 棟）の竪穴住居跡がある。楕円形に高まる丘陵の最高所を空閑地として，









　5　　期　調 査 区 の 南 半 に 6 棟 の 竪 穴 住 居 跡（SI131・132・134・135・138・145）が あ る。
SI134・135 がやや近接するが，いずれも同時併存可能な位置にあり，褐色系土壌が堆積している（図
30-5 期）。
　6　　期　丘陵頂部を介して，東に 4 棟の竪穴住居跡（SI133・136・141・142），西に 5 棟の竪





側の斜面地にある SI155 ～ 156 には黒色系土壌が堆積している（図 30-6 期）。
　7・8 期　この期間に埋没した竪穴住居跡は確認できない（図 30-7・8 期）。
　9　　期　北よりに１棟の竪穴住居跡（SI167）がある。褐色系土壌が堆積している（図 30-9 期）。
 10　　期　当該期に埋没した竪穴住居跡は確認できない。
妻木山地区 3 ～ 6 区西側では，1 期に小規模な居住が開始されている。時期不明の竪穴住居跡は，
切り合い関係から 5・6 期以前のものと考えられ，1 ～ 4 期には，時期不明のものと組み合うもの
として，2 棟前後の竪穴住居で構成される居住が継続していたようだ。また，5・6 期にかけて竪穴
住居跡数が増加しており，5 期に最大 5 棟，6 期には東西各群 2 棟前後の併存が想定可能であるが，7・
8 期には居住に利用されていないとみられる。9 期に小規模な居住が再開されるが，10 期には既に
居住が終焉している。竪穴住居跡の累積には 2 つのまとまりが看取できるが，実際に 2 群を形成し
ていた可能性があるのは 6 期に限られている（図 29- 全期）。



























































































































































妻木山地区 3 ～ 6 区東側の北にある谷部の狭小な平坦地に 6 棟の竪穴住居跡がある（図 2- ｊ・図
31- 全期）。
　1・2 期　この期間に埋没した竪穴住居跡は認められない（図 31-1・2 期）。
































後関係がうかがわれることから，2 棟程度の併存が考えられる（図 6・図 31-6 期）。
　7 期以降　竪穴住居跡は認められない。
妻木山地区 7 区には，3 期，5・6 期に竪穴住居 1・2 棟ほどの小規模な居住が断続的に行われている。




に 1 ～ 3 区が設けられ，丘陵頂部の広範囲が調査されている［松本他編 2000］。この丘陵の東側にあ
り，南東から北西に延びる丘陵に設けられているのが 1 Ｓ区（図 2- ｋ・1）である。1 Ｓ区には中央
部に浅い谷が東西に派生しており，北側と南側に地形が分けられる。竪穴住居跡の分布も地形に対
応しており，1 Ｓ区を南側（図 2- ｋ）と北側（図 2-1）に分ける。また，1 区の西側にあり，東西に長
く延びる丘陵部は 2 区（図 2- ｍ・ｎ）である。中央部が緩やかに盛り上がり，その周囲と東側の緩
斜面に竪穴住居跡が分布している。東側の緩斜面（図 2- ｍ）と，中央部（図 2- ｎ）に分ける。また，2
区の西側から北に派生する丘陵が 3 区（図 2- ｏ）である。
①　妻木新山地区 1S 区南側
　調査区南よりに広がる平坦部の周囲に 15 棟の竪穴住居跡がある（図 2- ｋ・図 32- 全期）。





　6　　期　平坦部の西よりに空閑地をつくるように 5 棟の竪穴住居跡（SI01 ～ 02・05 ～ 06・
09・12・13）が環状に分布する。SI12・13 がやや近接する他は十分に併存可能な位置にある。SI01
～ 02・09・12 には褐色系，SI05 ～ 06・13 には黒色系土壌が堆積しており，これが前後関係を示
すとして，同時に併存していたのは 2・3 棟と推測される（図 33-6 期）。
　7・8 期　この期間に埋没した竪穴住居跡は確認できない（図 33-7・8 期）。
　9　　期　平坦部を避けるように 2 棟の竪穴住居跡（SI03・SI14）がある。同時併存可能な位置
にあるが，SI03 には褐色系，SI14 には黒色系土壌が堆積している。SI14 にともなう黒色系土壌は
薄く，褐色系土壌で埋まった後に生じた窪みを被覆するように堆積している（図 33-9 期）。
 10　　期　平坦部の北辺に 2 棟の竪穴住居跡（SI10・11），南東よりの緩斜面に 1 棟の竪穴住居
跡（SI07）がある。いずれも併存可能な位置にある。いずれも 1/2 ほど褐色系土壌で埋まった後に，
黒色系土壌が厚く堆積している。
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 10　　期　平坦部の北辺に 2 棟の竪穴住居跡（SI10・11），南東よりの緩斜面に 1 棟の竪穴住居
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黒色系土壌の堆積は 6 期と 9・10 期の竪穴住居跡に認められる。6 期に埋没した竪穴住居跡にと
もなう黒色系土壌は 7・8 期の居住に利用されない期間に堆積したと考えられる。また，10 期に埋
没した竪穴住居跡にともなう黒色系土壌はいずれも居住が終焉してから堆積したものだろう。かな
りしっかりと黒色系土壌が堆積したものが多く，草原植生に覆われた当時には明瞭な窪地として痕
跡を留めていたと考えられる。なお，9 期の SI14 にともなう黒色系土壌は，褐色系土壌でほぼ埋
まりきった竪穴部を被覆しており，当地区での居住が終焉した後に堆積したものだろう。　
②　妻木新山地区1S区北側


























図33　妻木新山地区1S 区南側6 〜 10期
34-1 期）。
　2　　期　平坦部の南東側に 3 棟の竪穴住居跡（SI18・19・21 ～ 22），西側に 1 棟の竪穴住居跡
（SI25），北よりの斜面地に 1 棟の竪穴住居跡（SI29）がある。SI18 の南西半分に SI19 が重複する他
はいずれも同時併存可能な位置関係にあり，褐色系土壌が堆積している（図 34-2 期）。
　3　　期　平坦部の西辺に 3 棟の竪穴住居跡（SI24・26・27）がある。いずれも同時併存可能な




























図33　妻木新山地区1S 区南側6 〜 10期
34-1 期）。
　2　　期　平坦部の南東側に 3 棟の竪穴住居跡（SI18・19・21 ～ 22），西側に 1 棟の竪穴住居跡
（SI25），北よりの斜面地に 1 棟の竪穴住居跡（SI29）がある。SI18 の南西半分に SI19 が重複する他
はいずれも同時併存可能な位置関係にあり，褐色系土壌が堆積している（図 34-2 期）。
　3　　期　平坦部の西辺に 3 棟の竪穴住居跡（SI24・26・27）がある。いずれも同時併存可能な

















































東よりの斜面部とその西よりの平坦部の周囲に 18 棟（うち時期不明 1 棟）の竪穴住居跡が分布し
ている（図 2- ｍ・図 35- 全期）。
　1　　期　東向きの斜面部に 4 棟の竪穴住居跡（SI43 ～ 44・45・49・51）が散在している。いず
れも同時併存可能な位置にあり，褐色系土壌が堆積している（図 35-1 期）。
　2　　期　東向きの斜面地に 4 棟の竪穴住居跡（SI46・47・50・52），平坦部北辺に 1 棟の竪穴
住居跡（SI42）がある。いずれも同時併存可能な位置にあり，SI42・46・47・50 には褐色系土壌，
SI52 は褐色系土壌で埋まった後に上面の窪みを薄い黒色系土壌が覆っている（図 35-2 期）。
　3　　期　平坦部の北辺に 1 棟の竪穴住居跡（SI40），東辺に 1 棟の竪穴住居跡（SI34）がある。
同時併存可能な距離にあり，いずれも褐色系土壌が堆積している（36 図 3 期）。
　4　　期　平坦部の北辺に 2 棟の竪穴住居跡（SI39・41），南側の斜面地に 1 棟の竪穴住居跡




 10　　期　平坦部の東よりに SI35 ～ 36 がある。中央土坑を共有しており，連続的な建て替え
が行われたものと判断できる。最上層には黒色系土壌が堆積している。なお，中層には黒色系土壌
を混合する堆積がみられる（図 38-10 期）。
妻木新山地区 2 区東側では，1 期までに数棟の竪穴住居で構成される居住が西よりの斜面地で始
まっており，3 期から 4 期には居住の場所を東よりの平坦地に移動しながら，居住が継続している。
ところが，5 期以降は，しばらく居住地として利用されていないようだ。10 期には居住が再開する
ようであるが，確認できるのは竪穴住居跡 1 棟のみである。
黒色系土壌は 2 期と 4 期と 10 期に埋没した竪穴住居跡に堆積している。4 期に認められる黒色
系土壌は，5 期以降，未利用期間が長くあったことを示すものだろう。10 期に埋没した竪穴住居跡
には，居住が終焉した後に堆積したものと考えられる。また，10 期の SI35 ～ 36 には中層に黒色
系土壌が混交した堆積が報告されている。SI36 の壁を構成する SI35 の埋土にも黒色系土壌が混交
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なだらかに高まる丘陵の緩斜面に 16 棟の竪穴住居跡がある（図 2- ｎ・図 39- 全期）。
　1　　期　南西斜面に 1 棟の竪穴住居跡（SI64）がある。褐色系土壌が堆積している（図 39-1 期）。
　2　　期　当該期に埋没した竪穴住居跡は確認できない（図 39-2 期）。
　3　　期　東斜面に 3 棟の竪穴住居跡（SI53・54・58）がある。いずれも褐色系土壌が堆積して
いる。SI53・54 が近い位置にあるが，その他は十分に併存可能な位置にある（図 40-3 期）。
　4　　期　東斜面に 5 棟の竪穴住居跡（SI55 ～ 56・57・59 ～ 61・62・63），また，南西斜面に
も 1 棟の竪穴住居跡（SI65）がある。SI57・59 ～ 61 が近い位置にある他は，同時併存可能な位置に
ある。いずれも褐色系土壌が堆積している（図 40-4 期）。
　5　　期　西斜面に 1 棟の竪穴住居跡（SI66）がある。黒色系土壌が堆積している（図 40-5 期）。
　6　　期　北西斜面に 1 棟の竪穴住居跡（SI67）がある。褐色系土壌が堆積している（図 41-6 期）。
　7・8 期　この期間に埋没した竪穴住居跡は確認できない（図 41-7・8 期）。
　9　　期　西斜面に 2 棟の竪穴住居跡（SI68・71）がある。同時併存可能な位置にあり，SI71 に
黒色系土壌，SI68 に褐色系土壌が堆積している（図 42-9 期）。













埋没後，同位置に SI70 が掘り込まれ，そこに黒色系土壌が堆積している（図 42-10 期）。
妻木新山地区2区中央では，1期までに小規模な居住が開始されているが，2期に一時未利地となっ





小規模な居住を経て未利用地へと移行する 7 期にかけて黒色系土壌が堆積したものだろう。9 期の
SI66，10 期の SI70 には居住の終焉にともない黒色系土壌が堆積したものと考えられる。
⑤　妻木新山地区３区

















埋没後，同位置に SI70 が掘り込まれ，そこに黒色系土壌が堆積している（図 42-10 期）。
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　3 ～ 5 期　この期間に埋没した竪穴住居跡は確認できない（図 43-3 ～ 5 期）。
　6　　期　北よりの平坦地の周辺に 3 棟の竪穴住居跡（SI79・82・85）がある。同時併存可能な



















妻木新山地区 3 区では，1 期までに居住が開始されており，2・3 棟の竪穴住居で構成される居住
が 2 期まで継続した後，3 ～ 5 期には居住に利用されない期間がありそうだ。6 期には 2・3 棟の竪
穴住居で構成される居住が再開するが，7 期には居住が途絶え，8 期に再開された居住が 10 期まで
















妻木新山地区 3 区では，1 期までに居住が開始されており，2・3 棟の竪穴住居で構成される居住
が 2 期まで継続した後，3 ～ 5 期には居住に利用されない期間がありそうだ。6 期には 2・3 棟の竪
穴住居で構成される居住が再開するが，7 期には居住が途絶え，8 期に再開された居住が 10 期まで



















































































　東から西へ下る斜面部に 4 棟の竪穴住居跡が分布している（図 2- ｐ）。





 10　　期　調査区の西端に 1 棟の竪穴住居跡（SI01）がある。褐色系土壌が堆積している。
松尾城地区 1 区では，6 期に小規模な居住が開始される。7 期には一時的に居住が途絶えているが，
8 期には居住が再開しており，その後，10 期まで居住地として利用されている。その間，居住の規
模が拡大する様子もなく，狭小な平坦面を利用して，小規模な居住が行われている。黒色系土壌は，6・





斜面地に 6 棟（うち時期不明 1 棟を含む）の竪穴住居跡が分布している（図２- ｑ）。








 10　　期　調査区中央の斜面部に 1 棟の竪穴住居跡（SI10）がある。黒色系土壌が皿状に薄く堆
積している。
松尾城地区 2 区では，6 期に小規模な居住が開始され，7 期に SI08 が埋まった後，8 期に一時的
な断絶があるようだ。また，9 期には小規模な居住が再開されるが，10 期をもって居住は途絶える。
黒色系土壌は 6 期と 9・10 期の竪穴住居跡に認められる。6 期の竪穴住居跡の上層に堆積した黒色









の西側の丘陵に設けられた４区（図 2- ｓ）には，9 期に埋没した 1 棟の竪穴住居跡（SI15）があり，黒
色系土壌が皿状に堆積している。最も北に位置する斜面地に設けられた 5 区（図 2- ｔ）には 3 棟（う





































の西側の丘陵に設けられた４区（図 2- ｓ）には，9 期に埋没した 1 棟の竪穴住居跡（SI15）があり，黒
色系土壌が皿状に堆積している。最も北に位置する斜面地に設けられた 5 区（図 2- ｔ）には 3 棟（う














































機能を失う 4 期以降と考えるのが妥当である。現状では，5 期頃に開始された居住が 10 期まで継




妻木晩田遺跡では，1 つの居住域に併存する可能性のある竪穴住居跡は 3 棟未満であることが多





明瞭に区別される中心性が特定の居住域に顕現した状態を A １型の発展型として A ２型とする。
また，2 つの丘陵に集落の核となりうる居住域が顕在化した状態を B 型，そして，各居住域の居住
規模が平準化した状態にあって中心性が不明瞭な状態を C 型とする。
洞ノ原地区東側丘陵で墳丘墓の造営が開始される。松尾頭地区 1 区，妻木山地区 3 ～ 6 区東側，
妻木山地区 3 ～ 6 区西側，妻木新山地区 1S 区北側，妻木新山地区 2 区東側，妻木新山地区 2 区中


















洞ノ原地区東側丘陵に墳丘墓が造営されている。松尾頭地区 1 区，妻木山地区 3 ～ 6 区東側，妻
木山地区 3 ～ 6 区西側，妻木新山地区 1S 区北側，妻木新山地区 2 区東側，妻木新山地区 3 区で 2
期から居住が継続している。また，新たに妻木山地区 2 区東側でも居住が開始され，1 期同様，少
なくとも 7 地点に居住域が認められる。
妻木新山地区 2 区東側では引き続き他よりも規模の大きな居住が継続している。妻木新山地区
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木新山地区 1S 区西側，妻木新山地区 2 区東側に，居住が再開された妻木新山地区 2 区中央と，新
たに開始された妻木山地区 1 区，妻木山地区 2 区西側，妻木山地区 7 区を加えて，8 地点に居住域
が認められる。居住域の数は微増傾向にある。
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尾頭地区 1 区，妻木山地区 3 ～ 6 区西側，妻木新山地区 1S 区北側，妻木新山地区 2 区東側，妻木
新山地区 2 区中央に，新たに居住が開始された松尾頭地区 3 ～ 6 区北側，松尾頭地区 3 ～ 6 区南側，
妻木山地区 2 区中央，妻木新山地区 1S 区南側，洞ノ原地区東側丘陵が加わって，10 地点に居住域
が認められる。
このうち，松尾頭地区 3 ～ 6 区北側，妻木新山地区 2 区東側，妻木新山地区 2 区中央では他より







後発的な松尾頭地区へ中心性が移動することで，集落の形態は B 型から A １型に変容していると
考えたい。こうした動きは墳墓群の変遷とも連動したものと推測する。
仙谷地区に墳丘墓が造営されている。松尾頭地区1区，松尾頭地区3～6区北，妻木山地区2区中央，
妻木山地区 3 ～ 6 区西側，妻木新山地区 1S 区南側，妻木新山地区 1S 区北側，妻木新山地区 2 区中央，
洞ノ原地区東側丘陵に，居住が再開された妻木山地区 1 区，妻木山地区 2 区東側，妻木山地区 2 区







区や妻木山地区 3 ～ 6 区西側では他よりも規模の大きな居住が行われていた可能性が高い。集落規
模の拡大は新たに妻木山地区を核に顕在化しており，当該期の集落類型は A1 型に相当する。
仙谷地区に墳丘墓が造営されている。松尾頭地区 1 区，松尾頭地区 3 ～ 6 区北，妻木山地区 1 区，
妻木山地区 2 区東側，妻木山地区 2 区中央，妻木山地区 2 区西側，妻木山地区 3 ～ 6 区東側，妻
木山地区 3 ～ 6 区西側，妻木山地区 7 区，妻木新山地区 1S 区南側，妻木新山地区 2 区中央，洞
ノ原地区東側丘陵，洞ノ原地区西側丘陵に，居住が再開された松尾頭地区 3 ～ 6 区南側，妻木新









～ 6 区北側，妻木山地区 1 区，妻木山地区 2 区東側，妻木山地区 2 区西側，妻木山地区 3 ～ 6 区
東側，妻木山地区 3 ～ 6 区西側で，他よりも規模の大きな居住が行われていた可能性が高い。妻













3 ～ 6 区北側，妻木山地区 1 区，妻木山地区 2 区東側，妻木山地区 2 区西側，松尾城地区 2 区，松
尾城地区 3 ～ 5 区，洞ノ原地区東側丘陵に居住が認められる。居住域は 7 地点に減少しており，集
落規模が急激に縮小している。
7 期に断絶が推測されるほぼ全ての居住域で，6 期に埋没した竪穴住居跡の上層に黒色系土壌が






られる松尾頭地区 3 ～ 6 区北側も居住規模が縮小している。妻木新山地区では，ついに居住域が確
認できなくなる。ただ 1 つ，妻木山地区 1 区だけが居住の規模を拡大しており，集落の形態は妻木
山地区を拠点とする A1 型と考えられる。
当該期に造営された墳丘墓は確認されていない。松尾頭地区 3 ～ 6 区北，妻木山地区 1 区，妻木
山地区 2 区東側，洞ノ原地区東側丘陵に，居住が再開する松尾頭地区 3 ～ 6 区南側，妻木山地区 2
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山地区を拠点とする A1 型と考えられる。
当該期に造営された墳丘墓は確認されていない。松尾頭地区 3 ～ 6 区北，妻木山地区 1 区，妻木
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7 期以降，居住に利用されていない松尾頭地区 1 区に 2 基の墳丘墓が造営される。松尾頭地区 3
～ 6 区北側，松尾頭地区 3 ～ 6 区南側，妻木山地区 1 区，妻木山地区 2 区東側，妻木山地区 2 区中
央，妻木山地区 3 ～ 6 区東側，妻木新山地区 3 区，松尾城地区 1 区，洞ノ原地区東側丘陵に，居住
を再開した妻木山地区 2 区西側，妻木山地区 3 ～ 6 区西側，妻木新山地区 1S 区南側，妻木新山地
区 2 区中央，松尾城地区 2 区，松尾城地区 3 ～ 5 区，洞ノ原西側丘陵が加わり，16 地点に居住域
が確認できる。
7 期に断絶の認められる各地点で居住が再開されており，集落規模は 5・6 期に匹敵する状態に
まで回復をしている。妻木山地区 2 区東側，妻木新山地区 3 区では他よりも規模の大きな居住が行
われていた可能性がある。集落形態はＢ型とも考えられるが，妻木山地区には最も多く居住域が展
開していることから，妻木山地区に中心性があるとみて，A １型を呈すとみたい。
再び，墳丘墓の系譜がたどれなくなる。松尾頭地区 3 ～ 6 区北側，松尾頭地区 3 ～ 6 区南側，妻
木山地区１区，妻木山地区 2 区東側，妻木山地区 2 区中央，妻木山地区 2 区西側，妻木新山地区
1S 区南側，妻木新山地区 2 区中央，妻木新山地区 3 区，松尾城地区 1 区，松尾城地区 2 区，松尾
城地区 3 ～ 5 区に，居住が再開する松尾頭地区 1 区，妻木新山地区 2 区東側が加わり，14 地点に
居住域が展開している。
妻木山地区で居住域が減少するのに対して，妻木新山地区には居住域が増加している。ただし，































墓群では，墳墓群造営の契機となった 1・2 号墓を取り巻くように，2 ～ 3 期に築造された中小規
模の墳丘墓が環状に分布している。後出の墳丘墓はいずれも 1・2 号墓よりも小さく，立地や規模
に個々の独立性を顕在化させることなく 1・2 号墓に連なっている。諸集団の規模は平準化しなが
らも，1 期に形成された枠組みによって集団関係が保たれている様子が，始祖的な 1・2 号墓を核
とする洞ノ原墳墓群の求心的な墳丘墓の配置に反映されている。
成立期には居住域の数が 7 → 7 → 8 地点と推移しており，集落規模に大きな変化は認められな
い。ところが，4 期になると集落規模は拡大する傾向にあり，居住域の数は 10 地点に増加している。
妻木新山地区と松尾頭地区に少し規模の大きな居住域があることから，集落の形態は再びＢ型，そ















6 期には集落の規模がさらに拡大する。居住域の数は少なくとも 18 地点を数え，大山北西麓で
最大規模の複合型集落を形成するにいたる。未利用地であった松尾城地区にも居住域が現れ，人口
（2） 転換期ー 4 期ー洞ノ原墳墓群から仙谷墳墓群へ
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態は A １型を呈す（第 45 図 7 期）。続く 8 期には，居住域の数は微増するが，規模は平準化して
おり，再び集落形態は中心性が不明瞭なＣ型に変容している（第 45 図 8 期）。


















（4） 衰退期ー 7・8 期ー墳丘墓空白の時代
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6 区北側にも SB41 に唯一近接した位置にある竪穴住居
跡（SI53）には 5 ～ 6 期にかけて土器類が廃棄が行われて
いる。廃棄行為をともなう竪穴住居跡と大形掘立柱建物
跡の組み合わせは長山馬籠遺跡例に近似している。
（11）――松尾頭地区 3 ～ 6 区北側にある大型の掘立柱建
物跡を首長の家屋とみる見解もある［宮本 1999］。なお，




（12）――松尾頭地区 3 ～ 6 区北側にも黒色系土壌をとも
なう 9・10 期の竪穴住居跡がある。黒色系土壌が空白の
期間を示唆するものならば，この 2 つの地区にみられる
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Archaeological sites dating from the end of Early Yayoi increase in number in hilly areas at the 
foot of Mount Daisen, with more sites gradually emerging from Middle through Late Yayoi. Large 
settlements like that found at the Mukibanda Site were formed in the hills in Late Yayoi. However, 
settlements disappeared completely from hillsides from around the time of the construction of large 
keyhole-shaped tombs. After this time there was little active habitation in the hills. Consequently, even 
though after the Yayoi period at the foot of Mount Daisen there was some terracing and disturbance, 
such as the construction of kofun and the formation of small settlements and fields, there was no large-
scale alteration to the land. The increase in instances of studies over a wide area in recent years has 
yielded many sites with favorable conditions for studying details of Yayoi settlements. Through a study 
centering on the remains of pit dwellings thought to have been dwellings, this paper reconstructs the 
changes to settlements and paints a picture of settlements based on a study of the Mukibanda Site 
known to be the remains of a large settlement representative of settlements in the San'in region in the 
latter half of the Yayoi period.
The Mukibanda Site is the location of a compound-type settlement made up of a number of 
small groups that existed for a long time. By subdividing pottery from Late through Final Yayoi 
and reviewing the changes in inhabited zones while examining in detail the burial of the remains of 
pit dwellings, the author found that the settlements that existed at the Mukibanda Site constantly 
changed in size and shape and that these changes were not uniform. Although there is no mistaking 
that a number of small groups lived at the site, the author identified multiple inhabited zones that may 
have become disused at some point or other. Therefore, we may conclude that there were also times 
when a number of small groups did not live together but were scattered among the hills. There is also 
a site with dwellings that fell into disuse that dates from the first half of Final Yayoi, which followed the 
end of Late Yayoi, the period when the settlement is believed to have reached its height of prosperity. 
It appears that in the latter half of Final Yayoi settlements closely resembling those that existed before 
the end of Late Yayoi were reprised. However, because after this point there was no construction of 
large mound tombs, we may conclude that the groups underwent qualitative transformation in the 
first half of Final Yayoi.
Key words : Daisen, Mukibanda Site, Large settlement, compound-type settlement, remain of pit 
dwelling, blackish soil








とくに，丘陵頂部の布掘建物を囲んで建設さ れた 30 棟以上の高床倉庫群（一時期には 10 数棟）や，
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